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は じ め に

ユ ー ゴ ス ラ ヴ ィ ア は自主管理社会主義を標接する独自の社会主義国である .

けれ ども,
一

般 の人 にはよく理解され て はおらず ,
ソ連型社会主義と同じ･/( メ

-

ジ で 理解される こ とが多い ｡ 金融制度に つ い て も同様で あ る ｡~ ユ ー ゴ は市場

プカ ニ ズ ム を とり入れ た分権的な′白主管理社会主義の国で あ っ て ,

ユ - ゴ の 金融

β 制度は ソ連型社会主義の 場合とは大きく異なる と同時に , 資本主義国に おけ

る そ れとも異なる ｡

本稿 で は ,
ソ連型 の集権的計画経済か ら独自の分権的な自主管理社会主義経

済 へ の 脱皮をはか る に つ れて , 金融制度 , とりわけ銀行がど の ような役割をは

たさなければ ならなか っ た か を歴史的 に跡 づ け て みる こ と にす る ｡ 本稿で は資

料や そ の他 の種 々 の 制約に より , 金融政策や琴論面に つ い て は考察する こ とば

で きな い ｡･ 本稿はも っ ば ら制度的側面を中心 に叙述 したサ
ー ヴ ェ イ 論 文 で あ

る｡

ユ - ゴ に おける自主管理社会主義の建設の歴史は試行錯誤の 過程で あり, そ

れ を フ オ
.
ロ

-

すろ の は容易で は な いが ,- そ の週程を大づ かみに理解する ため に

まず はじめ に時期区分をお こ な い , そ の う え で銀行制度め変遷の歴史を明らか

iこ し , 最後 に現状に つ い て 紹介する. こ と に した い ｡
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第 1 章 時期区分

さまざま の分け方が考え られるが , 戦後 の歴史は
一

応次の 4 つ の 時期に 分け

て考え る こ とが で き る で あろう ｡ 第 1 期 194 5---
-

5 2 年 , 第 2 期 19 5 2
- -6 4

年 , 第 3 期 19 6 4 - - 7 1 年, 算 4 期 19 7 1 年- - 現在｡ そ れ ぞ れ の時期の特徴

を以下, 簡単に まとめ て みる
( 1 )
｡

第 1 期 (19 4 5′
-

5 2 年) は革命的国権主義の建設の 時期また は行政管理 的社会

主義の時期と呼ばれ る . こ の 時期 ,
ユ

ー ゴ ス ラ グ ィ ア は ソ連を モ デ ル として社

会主義建設をお こ な っ た｡ 194 8 年前半まで に , 手工 業と農業を例外と して , 小

規模の 工 商業企業まで ことごとく国家的所有に移行して , 生産手段の社会化の

課題 はどく短期間に解決され た ｡

同時 に , 集権的な計画 ･ 管 理制度が構築され た ｡ そ して 早くも , 19 47 年 に は

重工業優先の 工業化を内容とする第 1 次 5 カ年計画が開始され た ｡ 他方 , 農業

に お い て は194 5 年 に第 1 次土地改革 ( 1 農家 の 土地所有の上限を 2 5 h a
､

と す

る) が お こ なわれ て 土地の 再分配が なさ れた結果 , 地主の大土地所有や資本主

義的農業経営が姿を消し, 小農
･ 中農 の数が著しく増大した . 19 49 年 に は本格

的な農業集団化キ ャ ン ペ ー ン が開始され ,
ソ 連 の コ ル ホ ー ズ と同じ タイ プ の村

民労働協同親合の数は短期間に増大した ｡

こ の 間, ユ ー ゴ は コ ミ ン フ ォ ル ム 第 2 回大会 (19 4 8 年 6 月) で コ ミ ン フ ォ ル

ム か ら除名され た ｡ 除名後なお しば らくは ユ ⊥ ゴ は ソ連と の和解の可能性を追

求した に もかかわらず ,
コ ミ ン フ ォ ル ム 加盟諸国から経済的封鎖や軍事的圧力

をうけた こ と ,
ユ

ー ゴ 白身 にお い て 集権的計画経済に内在する諸矛盾が認識さ

れた こ と に より , ソ連型社会主義 へ の懐疑を深め ,
理 論的模索を始めた ｡ そ し

て
,
19 50 年 6 月 の ｢ 労働者集団に よ る 国家経済企業と上級経済連合の 管理 に 関

する基本法｣ に より ,

.
国営企業に 労働者自主管理 が導入され た ｡ しか し, ま だ

こ の段階で は労働者集団は企業長の任免権をも っ て お らず , 労働者評議会の権

限も限られて い た｡

第 2 期 (19 5 2
- 6 4 年) は新経済制度の時期で あ る ｡ 労働者自主管理と集権
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的 な計画管理制度とは原理 的に は相いれ な い ｡ 19 5 1 年1 2月末 に ｢ 計画管理 法｣

が公布され , 19 46 年 の ｢ 国家計画法｣ は効力を失 っ た ｡ 計画化の概念は従来の

国家機関に よる垂直的な個別制御か ら ｢ 基本比例｣
_
に よる全般的誘導 - と変更

された ｡ 総管 理局や そ の他 の直接的潔企業統制機関が廃止され , 企業 に多くの

権限が委譲され て い
.
っ た. こ の よう に

.
L / て

, 集権的な計画経済は徐々 に解体さ

れ , 市場 メ カ ニ ズ ム を活用する分極化が進展した｡ 19 53 年 1 月 に は19 46 年憲法

を修正 した ｢憲法的法律｣ が採択され , 19 50 年以降の新しい立法措置が憲法 レ

ベ ) レ の基本原理 に まで 高められ た｡ そ して , 労働者自主管理 の原月11 が企業の

枠を越え て 適用され , 地域の 政治的単位で ある コ ミ ュ ー ン の 役割が 強化され

た｡

農業 に つ い て 言えば , 集団化キ ャ ン ペ
ー ン は中止され , 19 53 年 3 月 に ｢ 農杵

労働協同組合の 再編に かんする法樺｣ が公布され ,
.

:

農民 が 組合に供出した土

地 , 財産をも っ て 農村労働協同細合を脱退する権利が認められた｡_ 2 カ 月後の

5 月 に は第 2 次土地改革法 ( 1 農家 の土地所有の上限を 10- h a とする) が公布

された ｡ こ う して , 農業 の社会主義的改造の課題は性急に実現さ･ れ る の で はな

く. , 長期的な展望に立
`
っ て と りくまれ る こ と に な っ た.

企 業の自主性は拡大し, 19 57 年 に は個人所得 ( い わ ゆる賃金の こと) フ ォ ン

ド の分配 を自主的に決定する権限を得た｡ けれ ども , ま だ こ の段階で は企業は

単純再生産にかかわる問題を決定で きただ材で あ っ た ｡ 依然と して , 国家 (逮

邦政府だけで なく , 共和国政府や コ ミ･ ユ ー ツ 政府も含めて) が社会的投資 フ ォ

ン ド (19 54 年設立) を つ う じて 間接的 に拡大再生産の 部面に影響力を及ぼし続

け た ｡

60 年代 に入ると , 分権化はさ らに 進んだ｡ 196 1 年 に は開放経済体制 へ の 移行

をめざして 経済改革がお こ なわれた ｡ 196 3 年 に は新憲法が採択され , 労働者評

議会に は企業長の 任免権が与えられた｡ 社会的投資 フ ォ ン ドは ようやく19 63 年

末 に ようやく廃止された｡

, 第 3 期 (19 64
-

71 年) は市場社会主義の 時期で あ る ｡ 19 6
'
3 年憲法の精神に

もと づ い て 自主管理 の深化が追求された｡- 60 年代後半に 追求された発展の方向
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は ｢ 4 つ の D ｣ ･( R ･ ビ チ ャ ニ ッ チ) で表現する こと~ が で きる ｡. す なわち,

D e c e nt r ali z ati o n (分権化) , D e - et ati z ati o n ( 非国家化) , D ep oliti c i z ati o n ( 罪

政治化) , D e m o c r ati z ati o n (民主化) で あるo. そ して 196 5 年 に は , 自主管理を

お しすすめるため に 思いき っ た経済改革がおこ なわれた ｡ こ れ に よ っ て , 企業

に残る蓄積部分が増大 し, 労働者が決定で きる事項も, 企琴の定款 , 規Bu , 潤

人所得, 人事 , 生産計画か ら投資計画 , 他企業と の合同に至 るまで 拡大した ｡

ま た
, 教育, 保健 , 文化などの ような社会的サ

ー ビ ス 分野 にも自主管理が導入

されて い っ . た ｡

しか し, 所得分配 - の 国家の介入の割合は低下したけれ ども, 労働者集団の

役割を十分に高める こと に は つ ながらなか っ た｡ ｢ こう し
.
た自主管理企業を国

民経済的に 統合しで いく形態と して は , 国家の. 行政的手段の役割は 低下した

が
,
そ れ に代る自主管珪的な手段が発見され な いままに

, 主 として 市場と銀行

･ 信用制度に凝 っ て いくと いう方向か特徴
( 2 )
｣ 的で あ っ た ｡

.6･5 年経済改革は
一

方 で は自主管塵を深化させ たが , 他方 で は 一 連 の否定的な

帰漁も伴な っ た｡ す なわち , 1960 年代後半に なると ,
イ ン フ レ

, 地域格差, 社

会的不平等の拡大 , 失業 の増大, 西 ヨ
一

口∴ソ パ へ の 出稼ぎ の増大 , 銀行や大商

業企業に よ る資本集中の問題な どがみられた ｡ ま た , 企業規模の拡大 , 効率優

先の経済運営が進む に つ れ て , い わ ゆ る企業内テ ク ノク ラ
ー

ト層の 台頭がみら

れ , 企業 に おける労働者評議会や労働組合の影響力は低下して い っ た ｡ こ う し

て
, 6 0 年代末か ら7 0 年代初め に かけて 自主管理 の形骸化が問題とされ るよう に

な っ た｡

第 4 期 (197 1 年 一 現在) は連合労働および社会的自主管理 の時期で ある｡

7 0 年代 に入ると , テ ク ノ ク ラ ー ト層 に対抗しなが ら, 自主管理 を い っ そ う深化

させ る
`
た め に

,

一

連 の措置がう ち出され た. まず , 1 9 7 1 年 に ｢労働者の修正｣

と して 知られる憲法修正条項が採択され た｡ . こ れ は , 企業 で はなく , よ り小さ

な労働単位 (｢連合労働基礎組織｣ o o u R と 呼ぶ) を労 働 者自主管理 の単位

と･し
, 現場の 労働者にと っ て より身近か な レ ベ ル で 自主管理 を実現する′こ とを

ねら っ たもの で ある ｡､ 企業は再編成され ,
0 0 U R の 連合体とされた｡
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ユ ー ゴ 共産主義者同盟自身にお い て も民主集中制や規待の重視な ど , 再集権

化の動きが若干認められ るけれ ども, ユ
ー ゴ 社会全体として は分権化 , 非国家

化 , 非政治化 , 民主化の 方向は変 っ て い な い よう に見うけられる ｡ つ まり, 上

か ら の統合で はなく , 下 からの統合がひ き続き追求され て い る ｡ 具体的に は ,

企業 レ ベ ル で は 0 0 U R の 役割か重魂され, 地域 レ ベ ル で は コ ミ ュ.
- ン 内由の

より小さ な単位で ある地域共同体の役割が強化され たo 教育, 文化 , 医療な
'
と

の公共的サ ー ビ ス 分野に は ,
サ ー ビ ス の提供者とサ

ー ビ ス の 利用者 ( - 資金の

提供者) とを , 国家財政を媒介とする ことなく-, ま た市場を媒介とする こ とも

なく , 直接 に結び つ ける自主管理利益共同体 ( s I Z ) が組織され るよぅに な

っ た(
3 )
｡ そ して, 代議員制度が政治の分野に とり入れられるように な っ た o こ

の ような構憩は19 74 年 の新憲法ならび に1976 年の 連合労働法と社会計画法にお

い て 体系化された ｡

第 2 章 銀行制度の変遷

Ⅰ (19 45 - 5 2 年) 集権的計画化に対応する毒ノ
･ バ ン キ ング ･ シ ス テ ム

の時期

ユ ー ゴ ス ラ ヴ ィ ア は ソ連を モ デ ル と して 集権的計画経済の 麹織化に 努力し

たo こ の時期に お い て は ,

.
社会主義国家は 経済全体の組織者と して 考え られ

た ｡ 国家財政は中央計画化メカ
ニ ズ ム の

一

括成要素として 作用した ｡ 予算の 娩

模は国民所得の6 4
- 8 3 % に の ぼ -

, た . 国庫収入の約 2 分 の 1 が投資に ふ りむけ

られた
( 4 )
｡ 国営企業は国家財政の主要な財源で あ っ て , 税収 の7 5 % は企業から

の租税に よ っ て 確保され たもの で あ っ た . 課税は企業にと っ て は ｢ 没収的｣ と

も言える水準で あ っ た ｡ すなわち , 企業 の純所得のわずか10 % を除い て は ,
こ

と どとく課税された の で ある
( 5)
｡ そ の か わり に , 企業 の拡大再生産に必要な機

械や資材は資材補給配分計画に従 っ て
, 国家か ら配分されると い う関係が作り

出されて い た ｡
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銀行制度は経済計画の遂行 に奉仕する こ とを最大の目的と して い た ｡ そ の 目

的に そ っ て , 銀行は194 5 年から46 年 に かけて , 集中的に再編成された ｡ 戦前に

は国立銀行 (1 88 3 年創立) や国立抵当銀行 (186 2 年創立 , 戦後は国立投資銀行

に なる) な どの は か に 70 q 以上もの民間銀行が営業して い た｡ こ れ ら の民間銀

行は1946 年に は営業を停止し ,
こ の銀行業務は国立銀行および国立投資銀行に

吸収された ｡ こ う して ,

,
ソ連と同
_
様 の単

一

銀行制度 ( m o 王1 0
- b a n k i n g s y s t e m )

が どく短期間に形成された三

国立銀行は発券銀行 , 琴府の銀行と いう中央銀行として の役割をはたすだけ

で な
.
く , 企業

_
に た いする短期的貸付業務を遂行し , 経済全体のため の 手形交換

所と して も機能した｡ 国立投資銀行はも っ ば ら長期貸付業務と外国借款を扱 っ

た ｡ 銀行制度が過度に集中化されたように思 われた の で , 194 8 年に は地方企業

や農業協同細合に融資するため に89 の コ ミ ュ ー ン 銀行と 6 つ の 地方国立銀行が

設立された｡ そ れ らは地方の 諸活動の ため に長期 ｡ 短期の 信用を供与し , 預金

を集め , 地方財政に奉仕し, さ ら に地方の企業に よ る計画遂行を監視した
( 6 )
｡

銀行が経済計画の 企業に よる遂行の状況を効果的に点検 し, 監視するため に

は
, 貨幣 の流れを把挺する こ とが必要で あ っ た｡ 現金で の 取引より銀行の 口座

をつ う じて お こ なわれる取引を統制する方がはるか に容易な の で , 早くも194 5

年 に は社会的ヤク タ
-

の す べ て の単位 (国営企業, そ の他) が国立銀行に 口座

をも つ こ とが義務づ けられた｡ 社会的 セ ク タ
ー

の 諸単位は ほ ん の小銭以外は貨

幣はす べ て 毎 日預金するよう要求され , まもなく , 支払 い の約10 分の 9 は現金

の使用な しに お こなわれ る ように な っ た
( 7 )
｡

銀行の 職員に は国家財政 - の社会的セ ク タ
ー

の 債務 の迅速な遂行を保証する

権限が与えられた ｡ 銀行制度は資金の計画的利用を保証する全能の 監査役に な

っ た. ソ 連 に おける ｢ ル
ー ブ リ に よる統制｣ と同様に ｢ デ ィ ナ

ー ル に よ る統

制｣ を可能に する しくみがで きあが っ た ｡ 19 5 2 年 に は ,
こ の ような貨幣の流れ

を フ ォ ロ ー する こ と に より, 経済計画の企業に よ る遂行の状況を点検する こ と

を専門的任務とする 部局 ｢ 社会会計局｣ (S o ci al A c c o u n ti n g S e r v i c e ) が 国立

銀行の 内取 こ設けられ た
( 8 )
0
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こ の 時期 に銀行が用い た金融的統制の 手段と して 次の 3 つ があ っ た
(9 )
｡

① 信用計画化

1 9 50 年ま で は, 信用計画化は個別企業の 信用需要の合計を意味する にすぎな

か っ た ｡ の ち に , 信用計画イヒは信用需要と資金とを つ り合わせる信用 バ ラ ン ス

を意味するもの に な っ た｡ 銀行が信用 バ ラ ン ス の作成の責任をおpl た｡

② 現金配分

現金配分の主たる目的は現金で の 受けとり (主として 小売商業 , 飲食業お よ

び旅客輸送に おける) と支出 (主と して 労働者 へ の賃金支払および農民 へ の支

臥) を統制する こ とで あ っ た｡ 現金配分計画は地域的単位どと にな らび に そ れ

ぞれ の貨幣の流れどと に作成された ｡ そ して こ の計画は住民の受けとりと支出

に つ い て の情報ならび に経済にお い て貨幣が通流す去さまざまの チ ャ ン ネ ル に

つ い て の情報を提供した｡ しか し, こ の 手段は厳格すぎて , 集権的計画化の外

部で はあまり役に立たず, そ れ ゆえ に19 51 年 に廃止された占

(参 送り状の 自動的収集

企業は相互 に商業信用を与える の を禁じられた o そ の か
r
b りに , 送り状の 自

動収集が なされた ｡ 銀行は財貨が出荷されるときに 売り手の 口座 に 自動的に祇

金を振込み ,
そ れ から貞い手の 口座 に請求した . 支払い は円滑に遂行されたo

も し買 い手の 口座 に全く金がなか っ た･と したら , 信用が自動的に供与され た｡

こ の こ と は
, 信用が信用計画化に よ っ て 設けられた限度を越えて 拡大する こと

を意味したが ,
マ ネ ー

･ フ ロ
ー

で は なく物量目標の達成 こ そ重要で あ っ た の

で
, は じ め のうちは それ ほど問題とされなか っ た｡

･ しか し, そ の帰結は不都合なもの で あ っ た. 信用 の総額は銀行よりもむ しろ

借り手に よ っ て 決 っ た｡ 売り手は買い手の支払能力に つ い て 気 にかけず, そ し

て また引渡し条件 , ア ソ
ー トメ ン ト ならび に財貨の 品質に十分な注意を払おう

とはしなか っ た ｡ 必要な金融的規律は危険にさ らされた ｡ こ う し て 自動的支払

メ カ ニ ズ ム は挫折し, 19 5 1 年 に は商業的 パ
ー ト ナ

ー

問の 自由な契約に よ っ て お

きかえられた ｡



1 1 0 高知論叢 欝16 号

ⅠⅠ - i (19 52
- 54 年) 独占的銀行の 時斯

労働者自主管理を導入して企業に ある程度自律性を認めた こと に よ っ て
一

面

で は経済の分権化がお こなわれたが , 他面で はゆる
.
ん だ タ ガを銀行制度を つ う

じて しめ直す必要が感じられた｡ そ の た め , 銀行制席右耳む しろ
′
い っ そ う集権化

の度合を強めた ｡ 銀行がはたす監視的役割の効率を高める ため に , 既存の 銀行

の事実上す べ て が19 52 年に , 国立銀行の ネ ッ ト ワ ∵ ク に吸収合併された ｡
ノ コ ミ

ュ
ー ン 銀行は姿を消 L :

こぅした文字どおり独占的銀行 ( m o n o p ol y b a n k) が

作り出された｡ 国立銀行が獲得した最も重要な権限はか つ て 国立投資銀行がに

な っ てし
ー
､ た機能で ある投資配分の轡能で ある

( 1 0)
｡

同時 に ,
19 5 2 年 に お こ なわれた財政改革に より , もう

一 つ の 機能が国立銀行

E与つ けくわわ っ た ｡ 国家財政か ら の直接的投資にかわ っ て , 国立銀行力干そ の役

割を になうこと に な っ た . す なわ ち- , 行政的支出お よび非経済的分野 (学校 ,

病院, 政府機関等) へ の投資はひき つ づ き政府予算からまか なわれ るもの の ,

経済諸分野に おける投資活動は国家財政か ら切り離され , 基本資本発展 フ ォ ン

ド (F u n d f o r B a si c C a p it al D e v el o p m e n t) か らまかなわれる こ と に な っ た ｡

こ の フ ォ ン ド は企業か らの 納付金E〔よ っ て 維持され ,
こ こ か ら長期, 低利 の ロ

ー ン が企業に与えられる ように な っ た . そ して ,
こ の フ オ

'

( .

ドの 管理は国立銀

行に委ねられ た｡ 投資配分に お い て 国家は依然として 影響力を保持したが ,
そ

第1 表 ユ
ー ゴ ス ラ グ

年度
銀行 のタイ7

○ 1 9 4 8 1 9 5 2-､ 1 9 5 5 1 9 6 1

コ ミ ュ
ー

ン 銀 行 89 不甲■ 不明

共 和 国r 銀 行 6■ 6

商 業 銀 行

兼一骨 銀 行

投 資 銀 肴 ･ 1
_
- 2 3

備考 1 ･ 国立銀行 お よび 貯蓄銀行は除く｡

2 ･ 1 9 5 2 - 5 4 年の 期間は, 既存の 銀行 はす べ て 国立銀行
の ネ ッ トワ ー

ク に 吸収 されて い た｡
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れGj:直接的に で はなく, 銀行を媒介と して 間接的に行使されるように変 っ た の

で ある
(l l )

｡

こ の 時期 に いく つ か の 興味深い試みが追求され た｡ まずはノ_
u め に19 5 2 年石弓自

動的信用計算メ カ ニ ズ ム が採用された ｡ ブ ラ ン コ ヤ ヰル ヴ ア
ー ト は次の よう に

述 べ て い る｡ ｢ 官僚機構の盗意を除去するような単純な問題解決装置を発明す

る可能性を ロ マ ン チ ッ ク に信じ て い た当時は, 銀行は数人の 数学者を雇い , 級

ら に信用供与の ため の適切な公式を考案するように要請した ｡ 数 ダ
ー ス もの公

式をもりこんだ 1 冊の小冊子が19 52 年 に発行された ｡
､
そ れ らは信用の取 引高係

数と費用にた い する売上高の割合に基礎をおい て い た ｡ そ
.
の 公式 に お い て用 い

られ る べ きパ ラ メ
ー

タ ー が
_
ある 種 の平均として

.
の み 計算するこ とが で き,f= の

で
, ある企業は必要以上に信用を得 , 他方

.
, 別の企業は生産を維持するため の

資金に ひ どく こ と欠くと い う ことがま･もなく発見され′
た( 1 2 ) ｡ ｣

19 5 3 年戦ぎ革で に こ′の テ ク
ニ
ッ ク は廃止され,｢ 信用割当制｣ (c r ed it q u ot a s)

に と っ て か わられた. こ れ は前年度に企業が受けた信用額l与もと づ い て 今年度

の信用量を予想して 配分するもの で あ っ た. しか し ,
こ の やり方は前年度q) 債

務者を ひ いさに し, 廃良企業 には不利で あ -

, た の で i∴廃止写れな ければな_らな

か っ た(1 3 ) 0

日動的信用計算メ カ ニ ズ ム の若干の アイデ アは放棄されなか っ た ｡ 19 54年に

は信用公開入札方式 (c r e d i t a u c ti o n s ) が 実践された o 投資配分の 決定の 4 つ

イ ア に お け る 叙 行
■ ■ ■■ ■■ ■ ■ ■

ー

1 9 6 3 1 9 6 4 ユ96 6 1 9 6 7 1 9 6 8 1 9 7 0

2 2 0 1 2 0 6

8 8

3 3

一

6 2

4 0

.
9

l

･

5 4

4 0

9

一

2 8

3 6

9

｢

5 5

-

9

出所 : W o rld B a n k C o u n t r y E c
.

o n o mi c R e p o r t, Y u g o sl a v i a ･

･

D e v el oib m e n i w i th 2 D e c e 7d r a li 芝 αi1 0 n , 1 9 75 , p'. 2 2 3 . および
B r a n k o 壬l o r v a t

,
T h e Y u g o sl a v E c o n o m i c S y st e m : T h e F i rs t

L a b b r - m a n a g e d E c o n o m y i n th e M a ki n g . 1 9 7 6
, p . 21 4 . よ り作成.
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の次元 , す なわち(1) 投資総額の レ ベ ル , ( 2)投資資金の 経済諸 セ ク タ
ー

間 の配

分 , (3) セ ク タ
- 内部の企業間の配分 , (4) 企業内部の技術的変数 ,

の うち(1) と(2)

は計画に よ
~
っ て 決定され , (4) の 決定は企業自身 に よ っ て なされるが , .(3) の 企

業間の投資配分が公開入札で 決定され る の で卒る o 借り手の 企業が投資額 , 支

払う用意の あ る利子率,､ プ ロ ジ 土 クト の 内容 , プ ロ ジ ェ ク ト の 建設期間を示し

て
, 借入れを申し込み , 貸 し手の 国立銀行が , 最もよい 条件を示 した企業に資

金を融資すると いうもの で あ っ た
( 1 4 )

0

収益の 少い企業は高い利子率に たえ_られな い の で 当然信用を求める
の を遠慮

するで あろうと考えられ て い た. しか し, 実際に は , 収益 の少 いか収益のなし
■
､

企業 こ そ , 資金の借入れを問題の唯 一

の 解決方法と考えて おり , 最も高い利子

率で , 極端な場合 , 年利17 % で 返済する の を覚悟して い たと い う こ とが判明し

た( 1 5 ) ｡ しかもまた, 企業 の側は将来の返済に つ い て は そ れはど深刻には考え て

は い なか っ た｡ と いう のは , 無料 の社会的資本とい う伝統がまた生きて おり,

ロ ー ン が 返済で きな いと いうだけではエ場は閉鋳で きな いと皆が考え て い たか

ら で あ る
( 1
･
6 )
｡

こ う して , 信用公開入札方式も失敗した｡ 19 5 5 年半ば には こ の方式は廃止さ

れ , 伝統的なやり方で ある ｢ 個別的信用評価｣
＼

に 戻 っ た ｡ 政治的意思決定者が

ひ きつ づ き ,

~
質的優先順位を決定し , 国立銀行は依然と して そ の遂行を委任さ

れると いう関係が続 いた
( 1 7)

0

II - i五 (1 95 4
- 61 年) 地域的複数主義の 時期

金融部面に おける集権化は失敗に帰した ｡ 1.9 54 年 に は , 新 し い銀行を認可す

る法律が可決され, コ ミ ュ
ー

ン 銀行が再建されたo
.
コ ミ ュ

ー ン 銀行の 再建とな

らん で ,
19 5 5 年 に は 2 つ の 特殊銀行 , す なわ

.

ち ユ - ゴ投資銀行と ユ ー ゴ外国貿

易銀行が設立され , そ して協同組合貯蓄銀行 ( c o o p e r ati v e s a v i n g b a n k) と都

市貯蓄銀行 ( m u n i ci p al s a v i n g b a n k) も設 立され た ｡ だ が , あ と の 2 つ の タ

イ プ の銀行は短命に 終 っ た ｡ . 19 5 9 年 に は郵便貯蓄銀行が設立され た が, こ れ は

今 日まで 存続して いる ｡.
同じく19 59 年 に は ,. 特殊銀行で ある

ユ - ゴ 農業銀行が
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設立された.
( 1 8 )

o

こ の よ う に ,
連邦 レ ベ ル で は国立銀行の ほか に ,

ユ
ー ゴ 投資銀行 ,,

ユ
T ゴ 外

国貿易銀行 ,
ユ ー ゴ 農業銀行の 3 つ の特殊銀行が存在し, 地方 レ ベ ル で は協同

組合貯蓄銀行 ,

､ 都市貯蓄野手, 郵便貯蓄鋭行そ して コ ミ ュ
ー ン 銀行と い う 4 つ

の タ イ プの 銀行が並存するよう に な っ た の で あ る ｡

コ ミ ュ
ー

ン 銀行は商業銀行業務にお い て国立銀行を援助し , 地方政府.(
ユ ミ

ュ
ー

ン の) の た め の 予算局として 活動した. ま た , 住民 , 地方 の企業 ,
地方政

府機関から預金を受けい れ
, 短期信用供与をお こな っ た ｡ コ ミ ュ

ー ン 銀行は通

常, 本店と いく つ か の 支店 でなりた っ て い た ｡
.
内部的には , 重要な機関と し

て デ ィ レ ク タ ー

, 管理委員会 ( m a n a g i n g b o a r d ) , 監査委員会 (s u p e r v i s o r y

b o a r d ) が 存 在したo デ ィ レ ク タ ー は法律, 銀行の 規約 , 管理委員会の決定に

基づ き銀行を運営した ｡ ∵管理委員会は信用供与や不良債権に対する引当に かん

す る決定 , 銀行収支の 年次計画の準鳳 銀行収益の 配分や銀行 フ ォ ン
ー
ド収支の

処分の確定 , 銀行労働者の雇用およ び解雇 , 新 し い支店を開設す る かとうか の

決定など広範な権限をも っ て い た｡ 監査委員会は銀行活動の合法性を点検し ,

も し不正常な こ とが是正 されな い
.
な ら

,
コ ミ ュ

ー ン ヘ 報告する ことが義務づけ

られて い た o
.
管理委員会の

_
メ ン バ

ー の 3 分の 1 は銀行労働者に よ っ て選出され

たが , 残りのす べ て の メ ン バ ー は例外なし に コ ミ ュ
ー ン に よ っ て 任命され ,

ま

た解任する こ とが で き た
( 1 9 )

o こ の よう に ,
コ ミ ュ
,

- ン 銀行の 活動に た いする設

立者として の コ ミ ュ
ー ン の 影響力は絶大で あ っ た ｡

特筆す べ き こ と として は ,

■19 54 年 に 連邦 , 共和国 (自治州) , 地方 ,
コ ミ ュ

ー ン の す べ て の レ ベ ル に社会的投資 フ ォ ン ド (S o ci al l n v e s t m e n t F u n d ) が 設

立され た こ と で あ る ｡ 連邦 レ ベ ル に は , 基本資本発展 フ ォ ン ドをうけつ い だ
一

般的投資 フ ォ
,

/ ド (G e n e r al I n v e st m e n t F u n d) が , 共和国 レペ ル に は共和国

投資 フ ォ ン ドが , 地方および コ ミ ュ
ー ン . レ ベ ル に は そ れ ぞ れ地方投資 フ ォ ン

ドと コ ミ ュ ー ン 投資 フ ォ ン ドが設けられた の で あ る ｡ こ れ らは企業から の ｢社

会的投資フ ォ ン ド ヘ の納付金｣ お よび ロ - ン の 返済金ならび に利子に よ ちて形

成された. こ れ ら の社会的投資 フ ォ ン ド0? 勘定の 管理は銀行に 委ねられ た . 最
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も大きな部分を管理 した の が特殊銀行で あ る . ユ
ー ゴ投資銀行は連邦 レ ベ ル の

一

般的投資フ ォ ン ドや共和国投資 フ ォ ン ド と共和国住宅 フ ォ ン ドを管理 した o

ユ
ー ゴ外国貿易銀行に古j:

一

般的投資 フ ォ ン ドや共和国投資 フ ォ ン ドの うち輸出

業務遂行の ため の投資に あて られ て い た資金の 管理 が委ねられ た｡ : i
- ゴ 農業

銀行は農林業 へ の投資に用意されて いたす べ て の 資金壷管理 し占｡ コ ミ ュ
ー ン

銀行は地方投資フ ォ ン ドと コ ミ ュ
■

- ン 投資 フ ォ ン ドを管理 した
(2 0 )

o

こ れ ら の社会的投資 フ ォ ン ドから企嚢 へ 融資す急きい , 儀行は投資信用の条

件をそ れぞれ の レ ベ ル の政府と 協議して 定めなければならなか っ た ｡ そ のう

え
,

~｢投資参加｣ (i n v est m e nt p a rtici p ati o n ) と 呼ばれるもの があ っ た｡ こ れ

は投資信用の ため の条件と して , プ ロ ジ ェ ク ト の 総費用ct) う ち の
一

定 の 比率

㌔

( o - 8 0 % , 産業部門どと に異なる)･ を企業の手持ち資金から負担させ ると い

うもの で あ っ た
( 2 1)

｡ 社会的投資 フ-オ ン ドは 投資総額の 約 3 分 の 2
一
をまかな っ

たが
,
さらに い ま述 べ た投資参加の おか げで , 投資総額の もちと大きな割合さ

え直接 コ ン ト ロ
ー ル す る こ と がセきたし ナ し た が っ て , 社会的投資 フ ォ ン ドの

背後に い る国家も間接的に投資を ユ ソ ト ロ
ー ル し儲ける こ とが で き た

( 2 2)
､ ｡

鹿会的投資 フ ォ ン ドは経済的意思決定の分権化の諸措置の 一

環と して 設立さ

れた の で あ る が , 結局は , 投資配分の決定にお い て 国家が間接的に で は あれ ,

影響力を行使する手段とな っ た｡ そ こ で の投資配分の決定が経済合理的になさ

れればまだよ い の で あ るが ,
そ の決定は つ ね に 政治的考慮に よ ち て 歪め られ

た ｡ そ
.
の 実情はたとえば つ ぎ の ようなもの で あ っ

■
た｡ ｢ ど こ の 小都fB

-

, 地方,

共和国に お い て も政治的役員は潜在的市場 , 原料供給 , 労働力確保やそ の他 の

考慮に かかわりなく ,
で きるだ け多くの 自分た ち白身の工場をもちたが っ た ｡

地方政治家に ス テ イ タ ス を与えるだけで なく , 新 しい 工場や 工業は あらゆ る問

題にと っ て の治療薬お よび 繁栄 へ の 魔法の鍵と みなされて い た｡ 新 し い 工場

を成功的に 運転するた め の 物質的前提条件には ば とんど注意が 払われなか っ

た( 2 8) ｡｣ ｢ す べ て の 重要な投資プ ロ
~
ジ ェ ク･トは どう に か し て で も6 つ に ,

つ ま

りお.の お の 共和国た1 つ に増され た( 2 4 ) .｣ こ の よ うたして ,
い わ ゆる･｢政治的

工場｣ が つ ぎ つ ぎと建設され て い っ た の で あ る o
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Ⅰト jii (1 9 61
-

6 4 年) 機能的分極化の 時期

196 1 年銀行制度改革の ね ら いは ,･ 銀行を そ れまで の ように社会的資金の 出納

をお こ なう こ とで 各級の政府機関に奉仕す る機関か ら ,
そ れ自身収益を生む企

業体に転換する こ とで あ
■
っ た｡ 他 の経済組織 ( 企業) に存在して い た管理方法

や所得分配方式が銀行にも適用された( 2 5 ) .-

6 1年改革に より, 6 つ の 共和国銀行が設立され た｡ も っ とも, こ れ らは短命

で
,
196 5 年 まで 存在しただけだが｡ 銀行は依然として 社会政治共同体 (連邦 ,

共和国, コ ミ ュ
ー

ン な ど の こ と) に よ っ て 設立され ,
そ の営業は設立した社会

政治共同体の 領域内で お こなわれる こ と に な っ て い た ｡ つ まり, 共和国が設立

した共和国銀行は共和国内で ,
コ ミ ュ

ー ン が設立した コ ミ ュ
ー ン 銀行は コ ミ ュ

ー シ内セの み営業が許された｡ 銀行の 債務は こ れ らの社会政治共同体の政府に

よ っ て 保証された ｡

196 1 年に は ,
ようやく銀行にも労働者評議会が設けられたが , 銀行の 所得分

配な ど限定され た権限しかも七 なかi , た
( 2 6)

. 鋲行めデ ィ レ ク タ ー は あ い かわ

らず各級の政府に よ っ て 任命された ｡ すなわち , 3 つ の 専門銀行の デ ィ レ ク タ

- は 連邦政府に よ
l

り,
L

共和国銀行は共和国政府に より ,
コ ミ ュ ー ン 銀行は j ミ

ュ
ー ン 政府 に より任命され た｡

けれども, とく に コ ミ ュ
- ン ･ レ ベ ル で は銀行の営業 へ の 政治的介入をとり

除き, 企業に よる影響の 拡大をはか る ため に ,
一銀行の管理委員会の メ ン バ ー の

3 分 の 2 は当該銀行の領域に所在する企業の労働者評議会に よ っ て任命され る

こ と に な っ た( 2 7 ) 0

社会会計局は国立銀行から独立 し た
( 2 8 )

｡ 国立銀行はもはや層接的貸付業務

はお こなわず, 伝統的な中宋銀行として の 業務に専念すろ こ とcとな っ た｡ 国立

銀行は コ
~
ミ ュ

- / 銀行とは直接的関係をも つ こ と は禁じられた｡ 共和国銀行が

国立銀行と コ ミ ュ
ー ン 銀行とを媒介した ｡ そ して , 6 つ の 共和国銀行はお のお

の の共和国の発展政策に従 っ て 投資信用を与え ,
こ れ ら の投資資金を共和国の

政府機関か らの 預金, 借入れ , 贈与 に よ
､
っ て 確保 した ｡
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コ ミ ュ
ー ン 銀行は企業, コ ミ ュ

ー ン の 諸機関, 社会的諸紐織そ して 個人から

も預金をうけいれる ことが認められた｡ コ ミ ュ
ー ン 銀行は ひ き つ づ き コ ミ ュ

ー

ン 投資 フ ォ ン ドを管理 した ｡ コ ミ ュ
ー ン 銀行は国立銀行の ガイ ド ライ ン の

一

般

的信用規制羊こしたが っ て , 短期信用および長期信用の どちらも供与する こ とが

で きた o けれども, コ ミ ュ
ー

ン 銀行 に た いする国立銀行の コ ン ト ロ
- ル は厳格

であ っ た ｡ 結局, コ ミ ュ
ー ン 銀行は主と して 短期の 信用供与に 関心 をもちが ち

で あ -

, た(2 9 ) ｡

1 96 2 年 に な る と , 銀行は企業の1 = め の定期預金勘定を開設した ｡ 196 3 年 に は ,

共和国銀行も コ ミ ュ
ー ン 銀行も定期預金獲得の ため の キ ャ ン ペ ー ン を大 々 的に

お こ な っ た ｡ こ うして , 銀行は現資信用をお こなう の に 必要な基盤を しだ い に

強めて い っ た
(3 0 )

0

社会的投資 フ ォ ン ドの 資金の相当部分が企業か らの納付金を つ うじ て獲得さ

れ たもの で あ っ た が , 19 6 2 年 に ｢社会的投資 フ ォ ン ド - の 納付金｣ が50 % もひ

き上げられたとき ,
こ の ような ｢ 搾取｣ に た い して

一

斉 に 悲鳴が あが っ た
,

と言われ る
( 3 1 )

｡ 投 資資金の 配分に さ い し て ｢政治的基準｣ を用 い る の を減ら

し, で き るだけ ｢ 経済的基準｣ を用 いよと い う動きが 強ま る の は 当然で あ っ

た
( 8 2 )

｡ こ う して , 連邦 レ ベ ル の ｢
一

般的投資 フ * ン ド｣ が196 3 年末をも っ て

解体される こ と に な っ た ｡ ｢
一

般 的投資 フ ォ ン ド｣ の 資産は ユ ー ゴ 投資銀行

(74 .8 % ) , ユ
ー ゴ 外国貿易銀行 (5 . 6 % ) , ユ

ー ゴ 農業銀行 (17 . 8 % ) , 国立銀

算2 表 1 96 3 年末に おける社会的投資 フ ォ ン ドの 資産

100 万 デ ィ ナ
ー

ル 構成比( % )

一 般 的 投 資 7
.
オ ン. ド 21

,
0 2 1 1(6 6 . 8)

共和国投資 フ ふ ン ド 6
,
3 0 4
. (?0 . 0)

地方 およ び コ ミ ュ
ー

ン
1

4
,
1 5 8

( 1 3 . 2)
投 資 フ ォ ン ド

合 計 3 1
,
4 8 3 ( 1 0 0 . 0)

出所 : W o rld B a n k C o u n t r y E c o n o m i c R 畠p o r t, Y u g o sl a vi a : D e v el op m e n t w i t h

D e c e n i r ali z a ii o n
, 1 9 75 , p . 2 1 3 .
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行 (1 . 7 % ) に そ れ ぞ れ分割され て穆管された( 3 3) ｡

共和国や コ ミ ュ ー ン の 社会的投資 フ ォ ン ドの 資産も同様に銀行に移管するか

どうかば , 共和国や コ ミ ュ ー ン の 判断に委ねられた｡ 投資過程における政府の

役割を低下さ せ る ため のもう
一 つ の 追加的措置が続い た｡ 196 4 年 1 月 , 共和臥

地方 ,
コ ミ ュ

ー ン の 社会的投資 フ ォ ン ド ヘ の企業の納付金は廃止され た
( 3 4 )

0

196 1 年か ら6 4 年 に かけて の結果をまとめると , 第 1 に , 固定資本投資の 資金

源 に しめる政府の 比 劃j:62 % か ら36 % た低下した こ と ,
な か で も連邦政府0)

'
比

重は3 7 % か ら 7 鬼 へ と激減した こ と , 欝 2 に , 銀行 の比重が 1 % か ら3 2 % へ と

飛躍的に 高ま っ た こ と で ある｡ こ れらの変化古j: 主と して ,
19 6 3 年の 一

般 的投資

フ ォ ン ドの 廃止ならび に そ の資金の銀行 へ の蕗管のため で あ っ た . しか し, こ

の 期間 に , 銀行が自分自身の フ ォ ン
.
-ドを用 い て 投資信用を増加させ たと い う事

情も見の がすわけに は い かな い .
一

般的投資 フ ォ ン ド資金が銀行に移管される

以前に , 銀行は19 60 年 の 1 % か ら196 3 年 の 9 . 1 % へ と短期間に大きくそ の比重

を高め て い る の で あ る ( 第 3 表参照) 0

‡ⅠⅠ (1 96 4
-

7 1 年) 市場社会主義の時期

1 96 5 年に は再び経済改革が実時さ れた｡ こ の改革は次の ような こ とを目 ざし

て い た ｡

① 外延的な経済発展から集約的な経済発展 - の 移行 ｡

② 国民所得の罪 2 次分配 に おける国家の 役割を低下させ るため に , 事業 フ ォ

ン ド利子 (社会的所有の生産手段にた い する利子) oj 軽減 , 企業所得か ら の

納付金の廃止 ,
,
個人所得か らの 納付金の軽減など租税制度そ抜本的に改革す

る ｡ 19 64 年 に お い て は企業は純所得の 51 % しか自分で処分で き年か っ たが ,

こ の 措置 に より ,
7 1 % を 自分で 処分で きるよう に な る ｡

③ 企業の意思決定過程を非政治化 し 企 業の 自律性を高める｡ そ して 企業を

市場で の需要 ･ 供給 に反応さ せ去こと に よ っ て 非経済的な投資や生産をやめ

さ せる ｡

④ 行政的な資源配分 (補助金な ど) を必要とする ような原材料と加工製凝と
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の 間の ,
な らび に 国内価格と世界市場価格との問の 価格体系の 不均衡の是

正 ｡ そ の さ い の基本的基準は世界市場価格とする ｡

⑤ デ ィ ナ
ー ル の 切下げと関税率の引下げをお こな い

,
ユ

ー ゴ 経済を国際分業

に積極的に組み入れ る
( 3 5 )

0

そ れ に伴な っ て , 銀行制度も改革苧れたo 196 5 年針子
･ 信用法および国立銀

行法の ねら いは , 生産の拡大の ため に社会的資金の必要な集中と効率的利用を

保証する ような メ カ ニ ズ ム を作り出す こ と で あ っ た ｡ そ の た め に , 社会的資金

の利用にかかわる投資決定に お い て 各級の政府
`
が演じ て い た支配 的な役割を縮

少し , 銀行の菅野 へ の政府の決定的な影響力をとり除く こ とかばかられた
( 3 6 )

.

とく に連邦政府がも っ■て いキ権限は大はば に縮小された｡ 既 に
一

般的投資 フ ォ

ン ドは前年に解体され て い た｡ 投資金融の吾β面に お い て わずか に連邦 レ ベ ル に

残された手段は19 6 5 年に新設され た ｢低開発地域開発促進 フ * ン ド｣ (F u n d f o r

a c c el e r at e d d e v el o p m e n t o f t h e l e ss d e v e l o主) e d r e g i o n s)
.
だ けとな っ た( 8 7 ) ｡

銀行は社会政治共同体が設立する の で はなく , 企業や そ の 他の労働組織が社

会政治共同体と て 緒 にイ コ
ー

ル ･ T / ヾ -

ト ナ ー と して 設立 で きるように な っ た｡

銀行 の営業の地理的制限もとりはらわれ , 銀行は ユ
ー ゴ の 全域で活動する こと

が許され た ｡ こ う して ,
三ミ ュr - ン 銀行は事業敏行 (b u si n e ss b a n k) へ と脱

皮 した｡ 銀行はもはや政府の バ ッ ク ･

ア ッ プは うけな い ｡ 銀行は他の企業体と

同様に ,
た だ経済的基準に よ っ て の み導かれる こ と に な づ た ｡ 資金 に つ い て 言

えば ,

.
銀行は自分白身で 資金を調達し ,

そ れ を有利に 運用七て業務をお こ なう

.
El と に な っ た ( 3 8) ｡

6 5 年銀行 ･｣ 言用法は事業銀行を次の 3 つ の タイ プ に分け て い る ｡, ①投資銀行

②商業銀行 ③貯蓄銀行｡ 投資銀行の 主要な業摩は固定資本および涜動資本の

ため に投資信用を与える こ とで あ っ た ｡ 商業銀行の 業務は主と して 短期信用を

与え る こ と で:あ っ たが ,

一

定 の 条件のもと で は 投資信用を 与える こ ともで き

た ｡ 貯蓄銀行は預金をあずかり, 消費者信用をお こ なうもの で あ っ た ｡

こ の 法律が施行され た のち , 2 つ の 連邦特殊銀行 ( ユ
ー ゴ投資銀行と ユ

ー

コ

農業銀行) および 6 つ の 共和国銀行と 2 つ の 自給州銀行ほ投資銀行に な っ た｡
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＼
＼

もう 一 つ の 連邦特殊銀行で あ っ た ユ ー ゴ外国貿易銀行は商業銀行 にな っ た ｡ か

づ て の コ ミ ュ
-

ン 銀行の うちあ る もの は商業銀行に なり , あ るもの は兼営 (商

業 ･ 投資) 銀行に な っ た
( 3 9 )

0

投資銀行も商業銀行も最低2 5 の 設立者 ( 企業, そ の他 の労働細織 , 社会政治

共同体) をも つ こ と が必要とされ た｡ 貯蓄銀行は 1 つ の社会政治共同体の議会

に よ っ て の み設立する こ とが で き た
(4 = 0 )

0

銀行 の 管理 の しく み に も変更がくわえ られ た ｡ 銀行 の デ ィ レ ク タ
-

,
デ ィ レ

ク タ - 補佐, 信用委員会および執行委員会の メ ン バ - は , 銀行 の最高の管理機

関で ある銀行総会が任命する こ と右とな っ た o こ の 銀行総会は設立者お串び銀行

従業員の 代表に よ っ て構成される ｡ 銀行総会は人事問題 の は か に , 次 の ような

権限をも っ て い た ｡ ①銀行の営業政策を決定する , ②信用供与およ び預金の た

め の 一 般的諸条件の 決定 , ③銀行所得を信用 フ ォ ン ド と内部的分配の ため に残

される部分とに 配分する ｡ ④銀行の支店を開設した り, 廃止 したりする , ⑤銀

行労働者の 自主管理権の範囲を確定す る
( 4 1 )

0

執行委員会は銀行の
一

般 的営業政策を遂行す る ｡ 信用委員会は個別の借入れ

申込みを処理する ｡ 借 入れ申込 み の客観的か つ 専門的な経済的評価を保証する

ため に , 信用委員会は銀行自身の専門家で 構成される ｡ 信用委員会の議長はデ

ィ レ ク タ
ー

が つ と める ｡ デ ィ レ ク タ
ー は 銀行総会お よ び 執行委員会の決定 , 決

読 , ガイ ド ライ ン に した が っ て銀行の 日常的業務を独立的に統括す る
( 4 2 )

｡

独立 した企業体で ある た め に , 銀行は信用 フ ォ ン ドと呼ばれる自分自身の資

本をも つ こ と に な っ た ｡ 設立者た ちは銀行の信用 フ ォ ン トに 自分たち の 資金を

払込 み ,

一

種 の ｢ 株主｣ に な る ｡ 設立者た ち･は経営上の 成功に 依存して ｢配 当

金｣ を受ける資格をも つ と同時に , 経営上o) リ ス ク を 分担しな ければならな

い ｡ た だ し, こ れ ら の ｢ 配当金｣ は労働者の 個人所得に配分する こ とば で き

ず, 資本形成に の み用いる ことが で き ると い うもの で あ っ た ｡ 銀行 の管 理 にも

｢株主｣ は出資比率に応じて 発言力をも つ が , 特定 の ｢ 株主｣ が独占的な地位

に立 つ こ と の な い よう に ,
い か な る単

一

の ｢ 株主｣ も出資額にかかわりなく ,

銀行総会に おける総投票数の10 % 以上をも つ こ と ば で きな い , と さ れ た｡ 銀行
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/

の 労働者集団も銀行総会に お い て投票権毎与えられるが , 彼ら の投票数は総投

票数の1 0 % を超えて はならな いも のとされ た ｡ 銀行 の 管理 に おける政府の役割

も制限された ｡ もし 2 つ の政府機関 (社会政治共同体の) が 1 つ の銀行の設立

に参加した とし て も, 両者合わ せ て 銀行総会の総投票数の10 % を超え る こ とが

で きな い し, 3 つ の 政府機関が 1 つ の銀行の設立に参加したとして も, そ れ ら

の投票数は総投票数の20 % 以内に制限され て い る ｡ しかも, い か なる社会政治

共同体も単独で は銀行を設立する こ とが で きな い の で ある ｡ つ まり , 設立者で

り手に もなりう る) 企業が銀行の 管理 に お い て最大の発言橿をも つ ( 総投

票数の 少くとも70 % 以上) よう に 間接的に定め られた の で ある
(4 =3)

｡

事 業銀行に た いす る国立銀行の コ ン ト ロ
ー ル の 方法も根本的に変化した ｡ 国

立銀行はもはや ｢ 特別な主観的な基準
( 4 4 )
｣ に もと づ い て 個別の銀行の 信用供与

能力に影響を及ぼす ことは で きず, 主 として 間接的な方法に依拠して コ ン ト ロ

ー

ル を お こ なう こ と に な っ た ｡_ 間接的な方法として は義務的支払準備, 負債給

額の シ
ー リ ン グ , 再割引政策が用い られた｡ 1966 年 に は , 外国為替に かんする

規制が緩和され た ｡ こ の 制度改革は , 企業 に獲得した外国為替を保有する
■
こと

を許し ,

′

一

般 の市民にも金および外貨を保有する こ とを許した o 同時に
L
- 若干

の要件を満す事業銀行は外貨預金口塵をうけいれる ことが公認
■

さ れ た(
4 5 )
｡ 19 67

年 に な る と , 銀行相互間で コ ー ル ｡

,

マ ネ ー を借り入れるため ,
ベ オグラ ー ド痕

行協会の枠内で 日常的な与 - ケ ッ ト が設けられた. 銀行は これ に よ っ て必要の

さ い , 1 5 日 を超えな い期間, 唐用を与え合う こ と･が で きるよう
∧
にな っ た(

4 6 )
0

な お, 注 目す べ き こ とば ,
~ 銀行の信用 フ ォ ン ドに-おけ

J

る設立者の 持分は譲疫

可能だと い う こ とで あ る . 持分の譲渡を容易にする7 = め に , 1 969 年 に ｢登録証

書｣
l

が発行され た. た だ し, そ れ は他の銀行また は政府機関に売り渡す こ とGj:

で き なか っ た
(4 7 )

｡

銀行 の数は196 6 年 に お い て は商業銀行が6 2 行 , 兼営銀行が40 行, 投資銀行が

9 行 で あ っ たが , そ の 後 , 合併が進み , 196 8 年に は商業銀行は28 行 , 兼営銀行

は36 行 に減少した (投資銀行の数は不変) ｡ そ れ とともに , 銀行 の 金融力もし

だ い に強ま っ て い っi= (第 1 表参照) 0
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65 年銀行 ･ 信用法でGj:) 銀行を して 企業に奉仕させ る こ と牽ねち い , そ の た

め の保証と して ,

.
銀行 の 管理 にお い て 企栗に最大の 発言力を与えた甲であ っ た

が , 現実に は 】 そ れ とは逆の事態が現出して しま っ た ｡ 企琴の設備投資意欲は

きわめ て 旺盛で あ ? た o- ｢ 投資資金にキいする慢性的な超過需要という条件の

もと で は , 銀行は容易に支配的な役割をひ きうけ
-

る こ とが で きた｡ 通常の ,､ な

ら び に懲罰的年利子率は18 % に も写りえた . 最初の景気後退
- 実際に改革に

続い た
- - は企業 の投資資金を減らさずにはおかず,

'

企 業をし て銀行に い っ そ

う従属させ た
(4 :8 )

.｣ ｢ 蓄積資金の 処分に おける銀行の役割が い ちじるしく高ま

り, かくして , 労働者集団ではなく , / 銀行が国家にかわ っ て チ
- ゴ ス ラ グ ィ ア

経済にお仕る拡大再生産に つ い て 決定する重要な 要因に な っ て い っ た(
4 9 )
｣ の

で ある ｡

‡V r i L. (1 9 71
- 77) 連邦主義的原則の 徹底の 時期

19 7 1年 はク ロ ア チ ア共和国に お い て ク ロ ア チ ア氏族主義の 運動が高揚した年

で あ っ た ｡ 分権化, 非国家化の動き切 なか で , 連邦政府がか つ て も っ て い た多

くの 権限が共和国 e 自治州な-ら び に コ ミ ュ
ー ン ･

.
レベ ル に移義され て しま っ た

とき,
ノ
ベ オグ ラ ー ドに本部をおく国立銀行の存在峠あまりにも集権的なもの に

見えキ. こ の 分野にお い て も分権化を徹底させ る ため に , 197 1 年の 国立銀行法

は連邦 レ ベ ル の ユ
ー ゴ 国立銀行と並んで , 各共和国 ･ 自治州に 1 つ / 全部で 8

つ の 共和国 (自治州) 国立銀行を作り出したo し たが っ て ,
ベ オグ ラ

ー ド に は

ユ ー ゴ国立銀行の 本部と並A J で ,
セ ル ビ ア共和国国立銀行の 本部もおかれた ｡

ユ - ゴ 国立銀行の 最高の意思決定機関で奉る総裁会 (b o a t d o f g o v e r n o r s) は

ユ ー ゴ 国立銀行総裁 および各共和国 ･ 自治州の 国立銀行総裁に よ っ て 嘩成さ

れ ,
ユ

ー ゴ 国立銀行総裁がそ の議長を つ とめる
.
こ と に な っ た o

牢ら に , 銀行の独走卑チ ェ ッ クするため に , 銀行制度に次の ような変更がく

わえ られた ｡

① す べ て の事業銀行は ユ ニ ヴ ア
ー サ ル銀行とされ , 商業信用と投資信用の両
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方 の業務に従事する ことが許され た｡

② 銀行の バ ラ ン ス
･ シ ー ト お よび業務に おける長期

･ 短期の区別が とりは ら

われた ｡

③ 銀行の
一

般的信用政策に た いす る設立メ ン バ ー の 権限を強化した .

④ 設立メ ン バ
ー は無限責任をも つ .

⑤ 銀行自身の自己資本を意味した信用 フ
ー

ォ ン ドは廃止され , そ の 資金は設立

メ ン バ
ー

に 移管された ｡

⑥ 設立者の最低数は50 に ひ き上げられ た
5 0 )
0

第 る章 1 97 7 年銀行制度改革と現状 ■

197 1 年以降, 自主管理 を徹底させ るため に7 1 年憲法修正 , そ し て とく に7 4 年

憲法と 7 6 年 の連合労働法に もと づ き, 企業 の再編成がおこなわれた｡ すなわ

ち
,
より小
.
さ な単位の 0 0 U R･ に 大きな自律性を与え , 企業 (労働舶織) は そ

れ らの ゆるやかな連合体として 組織された｡
.
そ れに伴な い , 銀行も適合労働観

織に奉仕する金融細織と して 再編成されなければならなか っ た ｡

19 77 年 に ｢ 信用
･ 銀行制度の 基礎に かんする法待｣ が施行された ｡ こ れ に も

と づ い て , 19 77 年か ら7 8 年に かけ て , 銀行制度の再編成がお こなわれた｡ こ の

法律に よれば , 金融機関は次めようなタイ プ に分けられる ｡

A 銀行

① 内部銀行 (u n ut r a s
v

n a b a n k a ; i n t e r n al b a羊1 k )

② 基礎銀行 (o s n o v n a b a n k a ; b asi c b a n k) .

③ 連合銀行 ( u d r u Z e n a b a n k a ; a ss o c i at e d b a n k)

B 貯蓄 ･ 信用組織

① 貯蓄銀行 (gt e d i o n i c a ; s a v i n g b a n k)

② 郵便貯蓄銀行 (p o s
v

l a n s k a s
v

l e di o n i c a ; p o st al s a v i n g b a n k)
.

③ そ の他 の貯蓄 ･ 信用凝織

内部銀行はま っ たく新し い タ イ プの 銀行で ある . 適合労働観織の 内取 こお い
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て
,
そ れ を構成する 0 0 U R が ｢銀行組織 へ の連合化にか んする自主管理協

定｣ を締結し て ,
こ の内部銀行と いうもの を設立するの で あ る ｡ 共通 の 発展計

画やプ ロ グ ラ ム の実現の た め に , 共通 の リ ス ク とならん で 共通 の所得の 獲得の

ため に
, 相互 の 債権 ･ 債務関係の 迅速な解決 ,

そ し て 内書β銀行の 設立会員

(Cl a n ; m e m b e r) で あ る 0 0 U R の 当座の 流動性の維持など のため に , r o °

u R が 労働と資金を連合化して 作るもの で ある . 内部銀行は 0 0 U R で 働く労

働者の預金をうけ入れたり , 預金通帳または当座預金勘定を つうじ て労働者の

個人所得の支払 いもお こ なう｡ な お ,
こ の 内部銀行は外部の 市民や法人に信用

を与えたり, 彼 らから預金をうけいれたりする ことば で きな い ｡

基礎銀行はい わゆる普通の事業銀行で ある ｡ こ れ は , 0 0 U R や そ の他 の連

合労働細織 , s I Z , 内部銀行 , そ の他 の社会的法人が 自主管理協定を締結

し , 労働と資金を連合化して 設立するもの で ある ｡ 社会政治共同体はもはや基

礎銀行の設立に ,
し たが っ て そ の 管理 に も関与する こ とば な い ｡ 基礎銀行は ユ

ー ゴ の全域で 営業す る こ とが で き , そ の所在地に かかわりなく !
あらゆ る主体

･と受信 ｡ 授信 お よび そ の他 の 関係を うちた て る ことが で きる こ と に な っ て い

る｡ こ の 基礎銀行は ユ
ー ゴ で はす べ て の信用 ･ 銀行業務を遂行で きる唯

一

の 銀

行組織で あ る は か に ,

一

覧払預金を 受けいれる こ と の で きる 唯
一

の 銀行 で あ

る(5 1) ｡

連合銀行は , 複数の基礎銀行が信用取引 ,

■
国際決済, そ して ユ

ー ゴ経済全体

の発展にと っ て 重要な意義をも つ ような大きな開発プ ロ グ ラ ム に必要な国内お

よび外国の 資金の 集中, と い っ た共通 の 利益を実現するため に , ｢連合銀行 -

の 連合化に かんする自主管理協定｣ を締結する こ と に よ っ て設立するもの で あ

る
( 5 2)

｡ なお , 連合銀行はデ ィ ナ
ー

ル の
一

覧払預金はうけ入れない し, 家計と

も取引は しない
( 5 3 )

0

さ ら に 特殊な銀行として は国際経済協力銀行が ある ｡ 銀行間の協力の
一

形態

と して銀行 コ ン ソ
ー

シ ア ム と いうもの が ある ｡ 銀行 コ ン ソ
ー

シ ア ム は , 信用を

拡大 し, そ して 国内で の必要な資金の 調達の ため ,
ま た は国内 ･ 国外 の経済観

織との 問で永続的な信用
･ 業務協力をお こ なううえセより有利な条件を実現す
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る た め に組織され る ｡ 貯蓄銀行は , 連合労働組織やそ の他 の社会的法人が設立

する こ とがで きる ｡ 郵便貯蓄銀行は
P T T ( 郵便 ･ 電信 ･ 電話公社) の 連合労

働細織が設立 し, 管理 する
( 5 4 )

o

そ の ほ か に , 不動産
･ 生命保険共同体と いうもの が ある ｡ こ れ は , 連合労瀞

組織, S I Z ,
そ の 他 の 自主管理利益組織な らび に 社会的法人が 自分たち の こ

うむりうる
7) ス ク と嶺害から保障する ためT 互恵性と連静陸の原B71 に 基 づ い て

資金を連合 ( つまり拠出) して設立した金融組織で あ る ｡ こ の 共同体は , ｢ 資金

連合化にかんする協定｣ を締結すること によ っ て 設立される｡ 共同体の 活動開

始の ため の資金は設立会員が保証する ｡ 共同体に は , 市民や市民的法人も資金

を連合 (拠出) で きるが , 彼 らは設立会員にはなれな い , と の こ と で ある(
5 5 )
0

以下 , 基礎銀行と連合銀行を中JC
,
, に して

,
ユ ー ゴ の 銀行制度の現状を紹介し

第4 麦 飯行の 地理 的分布 (19 7 8 年末現在)

連合銀行

基 礎 銀 行

合計

連合銀行を構成する基軸 行
連合しない

基礎級行
小計

同一 共和国.-

自治州内の
共和国. 自
治州外の

ボス ニ ア
. ヘ ルツ エ ゴ ヴイ ナ

共和国
1 20 2 2 2 2 3 L

モ ン テ ネ グ ロ 共 和 国. 1 8 1 9 1 0

ク
■
ロ アーチ. ア 共 和 国 8 22 . 3 0 3 0

マ ケ ド ニ
,-
ア 共 和 Bl 1 2 4 3 2 7 2 8

ス■ロ ヴ ュ ニ ア 共 和 国 1. 14 2､ 1 6 1 7

セ ル ビ ア 共 和 国L 5 _ 4 8
■ 6 ･ 2 ′56 6 1

う ちセ ル ビ ア .

プ ロ パ
ー 3 2 7 2

■
2
_
3 1 3 4

j ソ ヴ オ 自 治 州 1 6 1 チ 8

ヴ オ イ ヴ オ デ イ ナ

自治州
1 i5 ■ 3 18 1 9

ユ
ー ゴ ス ラ ヴ イ ア 全体 9 11 4 2 2 2 4 1 6b -169

出所 : P o s e b a n p ril o g
"

B A N K E U J U G O S L A V I JI
"

,
E k o n o m s k a P oliii k a

,

N o . 1 4 34 , 2 4 , S e p t e m b a r 1 9 7 9 , s t r ｡ 2 6 .
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1 2 8 高 知論叢■第1 6 号

て みよう ｡ 19 78 年に お い て は全部で 1 20 の 内部銀行 ,
16 0 の 基礎銀行そ

.

して 9

つ の 連合銀行が存在した｡ 基礎銀行と連合銀行の地理 的分布は算 4 表 の とおり

で ある .
■
こ れ からもわかるように ,

､
こ の 時点で はク ロ ア チ ア共和国には連合銀

行は 1 行も存在せ ず, 30 あ る基礎叙行の うち 8 行
｣が他の共和国の連合銀行と連

合して い るだ伊で ある｡

な お , 19 77 年に発行された文献で は , ク ロ ア チ ア共和国にはザグ レ ブ信用銀

行 , ザ グ レ ブ経済銀行 , リ エ ー カ 銀行などを設立会員とするザグ レ ブ連合銀行

U d r u z e n a a ? n k a Z a g r e b が 存在する と 記され て い た
( 5 6 ) が , 197 9年発行の 文

献で は , そ れ が記~されて な い の で , お そ らく ,
こ の 間 に ザグ レ ブ連合銀行は解

散したもの と
/

推察される ｡ ク ロ ア チ ア共和国を除くと , す べ て の 共和国 ･

自治

州に少くとも 1 行 の 連合銀行が存在する ｡

9 つ の 連合銀行を資産額の順に示した のが欝 5 表で あ る ｡ 最大 の連合銀行で

ある連合 ベ オグ ラ ー ド銀行は ベ オグ ラ
ー ド銀行や ユ

ー ゴ投資銀行など1 9 の 基礎

銀行を設立会員と して19 7 8 年3 月 に設旦S_.
れf =
(5 7 '

o

資産額 の大きさ で みた基礎銀行の上位19 行は算6 表の とおりで ある｡ 最大の

基礎銀行はク ロ ア チ ア共和国のザ グ レ ブ経済銀行で あ っ
.
て , そ の 資産額は1 , 1 79

億 デ ィ ナ ー ル ( 当晩 1 デ ィ
.
ナ - ル - 約1 1 円) で 奉 っ た o こ の ザ グ レ ブ経済銀

行単独でも連合銀行界 5 位の ヴ ォ~イ ヴ ォ. デ ィ ナ銀行 -
･ - 連合銀行よりも大き い

の で ある. 最も小さ い基起潜行は マ ケ ド ニ ア 共和国の経済針子 ･ ゲ ィ ニ ッ ァ 基

礎銀行S t o p a n s k a b a n k a; o畠n o v n ? b a n k a V i n i c a で ,

.
そ の 資産額は 2 億4 , 100

万デ ィ ナ ⊥ ル で あ っ た｡ こ の ように , 資産額?D 規模で みると , 銀行間にか なり

大きな格差が存在する ｡ 資産額が 1 , 00 0 億 デ ィ ナ
ー ル を準え る基誕銀行は 2 行

あり
,
こ の 2 行 だけで ユ

⊥ ゴゐ全基礎銀行の 資産総額の20 . 7 % れ 吟て いる ｡

資産額が500 億 デ ィ ナ
ー ル 以上1 , 0 00 億デ ィ ナ ー ル 未満 の基礎銀行が 2 行で , 同

じく14 . 6 % を し め , 資産額10 0 億デ ィ ナ
ー ル 以上50 0 億デ ィ ナ ー ル 未満 の基礎銀

行が1弓行で , 同 じく28 . 3 % を しめ , 残り の 資産額1 0 0 億デ ィ ナ
ー

ル 未満の 基礎

銀行 1 38 行 はわずか3 6 . 4 % しか しめ て い な い(甲
)
｡

基礎銀行の 資産総額は ユ
ー ゴ全体で 1 兆1 , 0 4 5 億デ ィ ナ ー ル で あ る . 共和国
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･ 自治州別に みる
と (第 7 表参照) , 最も大きな割合をしめ て い る の は セ ル ビ

ア共和国の 39 1 5 % で あ る o しか し, セ ル ビ ア ･ プ ロ パ ー だ けで は2 8 .3 % で
ノ?
ク

ロ ア チア 共和国の30 . 2 % よりも小さ い ｡ 基礎銀行の数で は18 . 9 % で , 人口 比で

は20 .白%
′
(19 77 年 に は 4 5 5 万人) の ク ロ ア チ ア共和国が , 基礎銀行の 数で19 . 5

% , 人 口比で 2 5 ･ 0 % (549 万人) の セ ル ビア ･ プ ロ パ ー を
, 資産総額に しめる

割合で , う わ まわ っ て い る こ とはク ロ ア チ ア共和国の経済的実力を示すもの で

ある ｡

算7 表 19 7 8 年末現在の 共和国 ･ 自治州 に み た 基礎銀行の 資産総額

括孤内は構成比

~ 基礎銀行
資産縫額

単位 : 10 億ディ ナ
- ル

ボ ス ÷ ア , - ル ツ エ ゴ ヴ イ ナ東和国 22 ( 1 3 . 8 ) 1 2 9 . 4 ( l l , 7)

モ ン テ ネ グ ~ ロ 共 和 . 国 9 ( 5 . 7 ) 2 1 .1 ( 1 .8 )

ク p ロ L ア ナ ア 共 和 国 30 (1 8 . 9 ) 3 3 3 .ら(30 . 2)

マ ケ - ド ニ ア 共 和 国 2 7 (17 . 0) 5 1 .5 ( 4 . 7 )

ス
ー
ロ ヴ エ.一. 】

ニ J ア- 共､ 和 国 16 ( 1 0 . 0) 1 3 2 .9 (1 2 . 0 )

セ ル
_
ビ ア 共 和

∴

国 56 (.3 4 . 6 ) 4 3 5 .7 (3? . 5)

う ち セ ル ビ ナ .. プ
.
ロ ′パ ー 3 1 ( 1 9 . 5 ) 3 1 2 . 0 ( 2 8 . 3)

ら
.
ソ ヴ オ 自~ 治 州 7 ( 3 . 8) 3 4 .

~0 ( 3 .
1)

ヴ/
}

4 イ ヴ オ デ ィ ナ 自 治 州 -
′18 (l l . 3) 8 9 . 7 ( 8 .

1 ) A

- I - ブ ス
ニ
ラ ヴ イL テ. 全 体 160 ( 1 0 0) 1 1 0 4 . 5 ( 1 0 0)

B A N K E U J U G O S L A V I J I
,
st r

. 2 8 .

と こ ろで , リ エ ブリ ア ナ銀行
一

-一連合銀行は き
~
ゎ め て 詳細な連結貸借対照表

を発表して い る の で , 参考ま で に そ れをかか げて おく (第8 表) ｡ そ れ を見 る

と , 銀行の 営業の 状況 が ある程度理解で きる で あろう｡ こ こ で は さしあたり,

外貨預金が比較的多い と い う事実のみ指摘して おく ｡ ユ ー ゴ の 市民 は自由に外

貨を銀行に預金する こ とが で き る , と い う こ と ば既に述 べ たとおりで ある｡ 西

ヨ ー

ロ ッ パ ヘ の ユ ー ゴ 人出稼ぎ労働者の凍国 へ の外貨送金は毎年相当の額 に達

するが ,
ユ ー ゴ の 銀行は そ れを積極的に活用して い る ｡
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第8 表 リ ュ ブ リ ア ナ銀行 一 連合銀行の連籍貸借対照表

1 97 8年1 2月31 日顎在 (単位:1 0 0 0 デ ィ ナ ー ル)

( 資産 の部)

Ⅰ 現 金- 準 . 備

1 . ディ ナ
ー ル

･ 2 . 外 貨

ⅠⅠ ユ
ー ゴ 国立 銀行 に お
け る義務的準備 およ
び預け金

ⅠⅠⅠ 連合有期資金および

有価証券

1 . 短 期

1 . 1 . デ ィ ナ
ー ル

1 . 2 . 外 貨◆

2 . 長
/

. 期

2 . 1 . デ ィ ナ ー ル

2 . 2 . 外 貨

Ⅳ 短 期 貸 付

1 . デ ィ ナ
ー ル

2 . 外 貨

Ⅴ 長 期 貸 付

1 . デ ィ ナ
ー

ル

2 . 外 貨

Ⅵ 銀行間 の 諸関係

Ⅶ 固 定 資 産

Ⅷ そ の 他 の 資産

Xt 法 人お よ び市民 の 代
理 業務

7
,
3 5 0

,
4 1 1

4
,
7 6 5

,
1 2 3

2
,
5 85

,･2 8 8

l l
,
0 5 7

,
6 7 5

1 5 ･
,
34 4

,
7 11

9
,
4 3 6

,
6 8 7

6
,
6 3 2

,
06 4

2
,
80 4

,
6 2 3

5 , 9 0 8 , 0 2 4

5
,
9 0 4

,
5 8 6

3
,
4 3 8

2 8
,
57 3

,
1 2 2

2 8
,
27 9

,
9 5 3

29 3
,
1 6 9

8 8
,
1 8 6

,
57 9

8 0
,
46 5

,
25 8

7
,
7 2 1

,
3 2 1

3 11
,
59 0

4
,
25 6

,
2 03

8
,
0 8 2

,
53 2

2 0
,
89 6

,
78 8

資産合計 18 4
,
05 9

,
6 11

( 負債 の 部)

Ⅰ 銀行 フ ォ ン ド

1 . 連帯責任フ ォ ン ド

2･ . 準備 フ ォ ン ド

3 . 固定資産フ ォ ン ド

4 . その 他の フ ォ ン ド

ⅠⅠ短期連合資金およ び

短期預金

1 . 法 人

1 .1 . デ ィ ナ
ー ル

1 . 2 . 外 貨

2 .

,
住 民

2 .1 . ディ ナ
ー

ル

2 . 2 . 外 貨

ⅠⅠⅠ 長期連合資金および
長期預金

1 .. 法 人

1 . 1 . デ ィ ナ
ー ル

1 . 2 . 外 貨

2 . 住 民

2 .1 . デ ィ ナ
ー ル

2 .
′
2 . 外 貨

Ⅳ 有 価 証 券

Ⅴ 短 期 借■入

1 . 国 内

2 . 外 国

8
,
1 5 8

, 6 74

2
,
4 5 8

,
0 3 5

2
,
1 0 2

,
2 2 9

3
,
2 6 0

,
5 47

3 3 7
,
8 6 3

88
,
8 5 6

,
3 6 1

54
,
5 9 2

,
6 22

44
,
4 94

,
91 4

10
,
0 97

,
70 8

34
,
2 6 3

,
7 39

22
,
7 07

,
1 9 5

l l
,
5 56

,
54 4

36
,
0 94

,
0 28

1 8
,
4 2 2

,
5 7 6

1 8
,
3 54

,
1 5 3

6 8
,
4 2 3

17
,
6 7 1

,
4 52

5
,
9 99

,
9 06

l l
,
6 71

,
5 46

1 3
,
8 1 0

9
,
4 1 4

,
4 6 8

9 , 20 3
,
7 8 4

2 1 0
,
6 84

Ⅵ 長 一期 . 倍■一入... 1 2
,
3 7 6

,
14 9

1 .. 国 内 5
,
2 14

,
6 66

- ? . 外 国 7
,
1 6 1

,
4 83

Ⅶ 銀行 間の 諸関係 7 14
,
2 5 8

血 その 他 の負債 7
,
1 59

,
8 44

_ XI 法 人 およ び市民
の 代 2 1

,
2 72

,
0 19

学業務

負債合計 1 84
,
05 9

,
6 11

出所 : B A N K E U J U G O S L A V I JI
,
s tr . 6 2 .
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･ 基礎銀行
の 最高の 管理機閑は銀行総会で あるo そ の執行機関が執行委員会で

ぁる . 総会は信用委員会をもち ,
そ の ほか に 一

定 の執行機能または諮問機能を

も つ機関を選出する
こ とが で き る三 基礎銀行の 総会は基礎銀行の設立会員の代

議員で 構成され る o 執行委員会および信用委員会の メ
ン バ ー は総会 の代議員の

なかから互選される｡ 総会代議員の 任期, した が っ て ま た執行委員会な らび に

宿用委員会の メ ン バ
ー の 任期は 2 年間で ある ｡ 基礎銀行の総会は基礎銀行の 業

務の一次の ような重要な諸問題に決定を下す｡ すなわ ち , 銀行の 中期計画と年次

計画ならび に そ れ らの 遂行の ため の措置と営業政策 , 国内お よび国外に おける

債務の上限, 銀行の 決算の 承認 および獲得した 所得の 使用と分配 , 執行委員

会, 信用委員会 , そ の他 の委員会の メ ン バ
ー

の 選 臥 単独事業運営機関 ( デ ィ

レ ク タ
-

) の 任命および解任 , 等(苧
9 )

L
｡

基礎銀行で働く労働者は銀行の労働共同体を形成す.る｡ 基礎銀行とそ の労働

共同体との関係 , とりわけ相互の 権利, 義務 , 責任は自主管理協定に よ っ て 規

定され て い る ｡ 労働共同体は自分自身の 自主管理機閑をもち , 労働共同体に お

ける労働者の 労働関係 (雇用, 退職など) や自主管理権の 実現の 方法を規定す

る 自主管理法令を採択する o しか し , 金融面で 社会に奉仕すると いう銀行の独･

白の性格に より, 銀行労働者に よ っ て 形成さ
.
れ る こ の 労働共同体は銀行の 業務

全般の 管理 に 参加する こ とは で きな い
( 6 0)

｡ 銀行を管理する の はあくまで も銀

行総会で あ っ て , 設立会昌で ある連合労働組織の 労働者が自分たち の 自主管理

機関を つ うじて , 銀行 の管理 に参加する の で あ る ｡

単独事業運営機関や合議制事業運営機関の議長は欝三者に対して 銀行を代表

し, 銀行総会 , 執行委員会 , そ の他 の機関の決定の遂行に配慮し , 銀行 の諸機

関の活動に , 決定権をもた ずに , 参加する ｡ そ して ,
そ の活動に つ い て総会お

よび執行委員会に責任をおう ｡

連合銀行の 管理機閃ならび に執行機関は基礎銀行の場合と同様で ある ｡ た だ

し , 連合銀行の 総会は連合銀行の設立会員で ある基礎銀行の 代議員で構成され

る ｡ 基礎銀行は基礎銀行の設立会員の側か ら選ばれた代議員を つ うじて 連合銀

行を管理する の で あ る ｡
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銀行の 収入は貸付利子, 手数料 , 雑収入か らなるが , 総収入か ら預金利子,

物的支払 減価償却 ,

､~
雑支出, 法的 ･

契約的債務 (取乱 卵付金, そ の他) お

よび銀行の 労働共同体 へ の 支出 (個人所得および集団的消費) を差し引い た残

余は ,
い わ ゆる収益と して銀行自身の処分に委ね られる の で はな い ｡ そ れ は共

同所得と して扱われ , ｢銀行 へ の連合化にかんする自主管理協定｣ に従 っ て ,

銀行の 設立会員同士で 分配される の で ある｡` なお , 銀行 の設立会員は共同所得

の
一

部を銀行 フ ォ ン ド - 連合化 ( つまり再投資) する こともで きる( 6 1) ｡ 参考

ま で に , サ ラ ユ ダ ォ 経済銀行 (基礎銀行) の 連結損益計算書をかかげて おく

(第 9 表) ｡

第 9 表 サ ラ エ ヴ ォ 経済銀行 の 連姑損益計算書

197 8 年現在 (単位 : 1 0 0 万デ ィ ナ
ー

ル)

銀行 手数料 241

雑 収 . 入 393

ⅠⅠ
■
捻 支 出. .

6
,
3 0 4■

預 金 利 子 4
,
5 8 1

･ 吻的支出およ び嘩価償却 267

雑 支 出 437

法的-
. 契約 的債務_ .

35 9

労働 共同体 の費用 660

Ⅲ 分 配 の た め の 共同所得 247

出所 : B A N K E U J U G O S L A V I J I , s tr . 1 1 8 .

銀行 フ ォ ン ドは銀行の設立会員の連合した 資金から ,
そ して 銀行の収入か ら

形成され る ｡ 銀行 フ オ･ ン ドの資金は銀行の 設立会貞の名で管理 され る こ と に な

っ て い る ｡

銀行は次の ような義務的 フ ォ ン ドをも つ ｡

連帯責任 フ ォ ン ド
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準備 フ ォ
ン ド

固定資産
フ ォ ン ド

連帯責任 フ ォ
ン ド の額は , 銀行自身がリ ス クを 負う債権ポジ シ ョ ン (st a nj e

p ot r a
zi v a nj a ; p o si ti o n o f cl ai m ) の 少くとも 3 % で なければな らな い , と さ

れ て い る ｡ 連帯責任
フ ォ ン ド の資金は回収不能の債権に対する引当や , 銀行の

業務か ら生ずるそ
の他の リ ス クを カ バ ー ず る ため に利用される ｡

準備 フ ォ ン ドは銀行が自分の 業務に よ っ て実現する収入 の
一

部からさかれ ,

そ の額は少くとも毎年 , 銀行自身がリ ス ク を負う債権ポ ジ シ ョ ン の 0 . 3 % で な

ければならな い , と さ れ て い る ｡ 準備 フ ォ ン ド の資金は銀行の 当座の流動性を

確保する ため に用 いられる ｡ こ の資金は共和国
･ 自治州国立銀行の特別の勘定

に別に して 保有され る ｡

債務 の清算の た め に , 基礎銀行は ユ ー ゴ 国立銀行に ある当座預金勘定を利用

し, さ ら に流動性の ため の信用を得る ことが で き , しか る の ち に準備 フ ォ ン ド

資金ならび に国立銀行に保有する義務的準備の資金を利用する こ とが で さる｡

流動性を保証するため の補足 的資金として 銀行は いわ ゆ る コ
- ル ･ マ ネ

ー を他

の銀行か ら, な ら び に ベ オ グ ラ
-

ドと ザ グ レ ブの 銀行鶴城協会の枠内で の ｢ 貨

幣市場｣ で 融通 する こ とが で きる｡ も し基礎銀行の 資金がそ の債務の支払Eとは

十分で な いと した ら , 設立会員は基礎銀行の 債務に責任を負わなければ ならな

い ｡ 連合銀行は自分の債務を基礎銀行と同様の方法で 返済する｡ そ の ほ か , 逮

合銀行の 債務に た い して 基礎銀行が無限責任を負う こ と や基礎銀行相互 の債務

の 返済方法が ｢連合銀行 へ の連合化にかんする自主管理協定｣ に よ っ て 確認さ

れ て い る( 6
2 )
｡

ユ - ゴ に おける 中央銀行は ユ
ー ゴ 国立銀行ならび に共和国 (自治州) 国立鍍

行で あ る . こ の. よ う な連邦主義的構造は19 71 年 の改革
で作り-出され た , とし〕う

こ とは既に述 べ たとおりで あ る ｡ ユ
ー ゴ 国立銀行は共和国 (自治州) 国立鋭行

と 一

緒 に次の ような機能をはたす
( 6 3)

0

① 流通貨幣量の調整

② 銀行およ び そ の ′他の金融組織の流動性の維持
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③ 国際的決済における流動性の 維持

④ 銀行券お よび鋳貸の発行

@ 政府 (連邦な らび共和国 ･ 自治州の) の ため の業務の遂行

⑥ 銀行に た い する特別の監督の権限の 行使｡

ユ ー ゴ 国立銀行ならび に共和国 (自治州) 国立銀行は共通の 金融政策および

共通 の為替政策を遂行する権限と責任をも っ て い る ｡ ユ ー ゴ 国立銀行の総裁宙

よび総裁代理 は連邦議会に よ っ て 任命され る . 共和国 (自治州) 国立銀行の総

裁およびそ の代 理 は共和国 (自治州) 議会に よ っ て任命され る ｡ ユ ー ゴ 国立銀

行の業務を管理する のは合議制機関と して の総裁会で あや｡

ユ ー ゴ の 金融 ･ 為替政策の 目標と課題を承 認する甲は連邦議会で ある. そ れ

にもと づ い て , 連邦政府は こ の政策の 目標と課題を実現する た め の枠組と条件

を定める ｡ そ して , そ れ ら に もと づ い て ,
ユ

ー ゴ 国立銀行は金融~
｡ 為替政策の

目標と課題を実現する の に必要な金轡措置を採用するの で ある o
ユ - ゴ 国立醜

行は少く とも半年に 1 臥 金融
･ 為替政策の遂行にか ん す る報告を連邦議会に

提出する o一共和国 (自治州) 国立銀行も同様の 義務をも っ て い る.

金融 ･ 為香政策の措置を遂行するため に ユ
ー ゴ 国立銀行が用い る こ と の で き

る手段は次の よ うなも の で あ る ｡

① 銀行およ び そ の他 の金融機関が ユ - ゴ 国立銀行に保有する義務的準備の水

準の設定｡ と こ ろで ,
こ の ような義務的準備の資金に た い して ユ

- ゴ 国立銀

行は利子を支払うと の こ と で ある ｡ 義務的準備率はいか な る種類の 預金や資

金に つ い て も , 2 5 % を超え る こ とば で きな い ,
と法律で 定め られ て い る ｡ こ

の 法定率の 枠内で 連邦政府は毎年 , 個別 の種類の預金に適用される義務的準

備率の 上限を定める o そ して ,
ユ ー ゴ 国立銀行は こ の 範囲内で 実際の義務的

準備率を定め る ｡ 具体的な準備率は現在さま ざま で ある ｡ 19 7 7 年 6 月 の時点

で
, 最高は

一 覧払預金の24 % (2 2 % -
-

19 7 8年) で あり, 住宅および公共施

設建設の ため の
一

覧払預金に つ い て は10 % ,
1 年以上の定期預金に つ い て は

2 % とか なり低くな っ て い る ｡ なお , 家計 のデ ィ ナ
ー ル ･ 外貨預金 , 債券発

行に より調達した資金お よび電力プ ロ ジ ェ ク ト建設をまか なうため に預金さ
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れ た特定目的
の資金に つ い て は義務的準備はあ て はまらな い ｡ こ う した点を

考慮すると , 義務的準備率の 平均は11 % で あ る ｡

こ れ ら の義務的準備は
ユ ー ゴ 国立銀行の個 々 別 々 の勘定で保有される｡ 銀

行は そ の よ うな資金を
- 時的に使用する こ とが で きる . た だ し ,

そ の さ い ,

銀行は義務的準備
の 資金を 1 日使用するど と に0 . 0 5 % の 補償金を払う こ と に

･ 怒 っ て い る . も しそ の ような資金が不正忙 使用され た場合は 1 日 に つ き 0 . 1

% の 罰金を払わなければ な.
ら な い

,
と さ れ て い る ｡

②､ 期間 3
- 1 2 カ月 , 年利6 - 8 % の ユ

ー ゴ 国立銀行の 預け金証書 (d e p o si t

∫ c e rtifi c a t e s) の 発行と ひ きあげ｡ そ れ を発行する基本的目的は銀行に おける

過剰洗動性を緩和する こ.
と で ある ｡ 流動性が不足 したときは預け金証書をひ

･ き あげる ｡

③ 短期有価証券の 再割引｡
.
ユ ー ゴ 国立銀行は ,･ 連合労働組織から振出され ,

銀行が割引 ｡ 裏書き した手形の み再割引する こ とが で き る ｡J

④ 国内ま たは国外の有価証券やそ の他 の特殊な文書 (送り状, 販売契約 , 宿

用契約,- 倉荷証券 ,･ 等) を担保と し た銀行 - の 短期信用供与｡ 期間は 3 な い

し1 2 カ月 で , 例外的に は24 カ月ま で 可能で ある ｡

⑤ 連邦債券ならび に ユ
ー ゴ 国立銀行預け金証書を担保とした , 3 カ月を限度

とする銀行 へ の信用供与｡

⑥ 利子率操作｡

⑦ ユ
ー ゴ の 外国為替市場で の外国為替の購入ならび に販売｡

⑧ 銀行の融資額の制限｡ 金融 ･ 信用政策の諸目標を達成するの に不可欠で あ

っ て
,
そ の ような目標が他の措置で は実現で きな い場合 ( たとえば1 卯9 年 の

ような) , 例外的
･ 一 時的措置と して , 国立銀行総 裁 会は

一

定期間 , 銀行 の

融資額に 制限をくわえ る こ とが で き る ｡

ユ - ゴ 国立銀行は対外的 に ユ ー ゴ ス ラ グ ィ ア 国家を代表し ,
I M F

, 世界銀

行, 国際決済銀行 ,
コ メ
~
コ ン 銀行など の 国際的金融組織との 業務関係を維持し

て い る(
6 4 ,)
0
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お わ り に

~ 以上で銀行制度の変遷の歴史に つ い て の 紹介を終えるが , もt ' ば ら制度的側

面の 記述に終始した こ と に つ い て は筆者自身も不満を感じて い る ｡ こ の よう な

制度の変化が いか なる理論的意味をも つ の かは今後じ っ くり考え て み た い ｡

ユ
ー ゴ の 銀行制度の歴史をふ り

` か え っ て み る と , 銀行は集権的計画経済の 時

期に お い て は国家の資金の出納を担当し, 経済計画の企業に よ る遂行を監視す

る機関にすぎなか っ た｡ そ の後 , 市場メ カ ニ ズ ム を とり入れ た分権的な自主管

理社会主義経済 へ の 転換をはか る過程で , 投資決定 へ の国家の 介入の 度合が低

下するの と反比例して , 銀行の 役割は高ま っ た｡ だ が , 蓄積資金に た いする企

業の側の慢性的超過需要が存在すると ころ では銀行は容易に企業に対 して支配

的地位に つ く ことが で き た｡ 197 1 年以降は , 銀行 の 独走を チ ェ ッ クするため

に , 最大の 利用者で ある連合労働組織 (企業) が設立者となり , 銀行を管理 す

る と い う体制が作り出され た の で あ る ｡

7 0 年代 に入 っ て か ら ,
ユ ー ゴ は毎年 2 桁イ ン フ レ を経験して い る ｡ 連合労働

観繊はそれ ぞれ設備投資意欲が旺盛で あ っ て , 過大な投資に走る傾向があり,

こ の こ とがイ ン フ レ の 一 つ の原田に な っ て い る と専門家に よ っ て 指摘され て い

る｡ 新 たな銀行制度がそ れ を助長する こ と に なりはしな い の か ,
と い う問題 が

残る｡ こ う した傾向に た いする有効な歯どめがある のか どうか , 今後研究して

みなけれ ばならな いと思 っ て い る ｡

注

(1) 時期 区分に か ん する叙述 に おい て は, 岩田 昌征 『労働者自主管理』 紀伊国屋書店,

1 9 7 8年∋ お よび カ ル デ リ著/ 山崎洋 ･ 郡美子訳 『自主管理社会主義 と非同盟
-

- ユ
ー

ゴ ス ラ グ ィ ア の 挑戦 -

』 大月書店, 1 9 7 8年 ,
の 巻末の 訳者解説を参照 した｡

(2､) カ ル デ リ, 同上書, 訳者解説, 2 3 5 ペ - ジ
｡

(3) 自主管理利益共同体 に つ い て く わ■しく は拙稿 ｢ ユ ー ゴ ス ラ グ ィ ア に おける自主管 理

利益共同体｣ (『経済科学通信』 33 号) , ｢ ユ ー ゴ ス ラ グ ィ ア に お ける自主管理利益共
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同体 ( S I Z ) の理 念 と現状
- とく に 教育分野の場合 - ｣ (『高知論叢』 第12 号)

を参照｡

(4) B r a n k o H o r v a t , T h e Y u g o sl a v
.
E c o n o m i c S y si e 772 : T h e F i rs t L a b o r

-

m a n a g ed

E c o n o m y i n th e M a k i n g; M . E . S h a r p e , I n c .
,
N e w Y o r k

,
1 9 7 6 , p . 2 32 ･

(5) C a rl W illi a m N oll e r , I ll , T h e R ol e of M o n ey , C r e d it , a n d rF i n a n ci a l I n le r
･

m e d t a ri e s i n a n E v ol m
'

n B
'

E c o h o m y : T h e Y u g
･

o sl a v C a s e
,
1 g 5 2 - 1 9 6 8 , P h . D .

D i s s e r t ati o n p r e s e n t e d t o th e G r a d u a te F a c u lt y of th e U ni v et si ty of V i r gi n l a ,

1 9 7 5 , b y X e r o x U n i v e r si ty M i c r o fil m s , p p . 6 8
-

6 9 .

(6) B r a n k o H o r v a t , oP .
cit

.
, p p . 2 06

- 20 7 .

(7) I bi d . , p . 2 0 7 ･

(8) C . W . N oll a r
,
o P . cit .

, p p . 76
-

8 2

(9) 以下の 叙述は B r a n k o H o r v a t , o p . cit .
, p p . 2 0 7 - 2 0 8 . を要約 したも の で ある｡

aゆ C . W . N oll a r
,
oP . ci i .

, p p . 1 7 3 1 1 7 4 .

良1) B r a n k o H o r v a t , oP . cii .
, p . 2 1 9 .

42) I bt d . , p . 21 0 .

旦3) L o c . cii .

a4) I bi d . , p . 22 0 .

a5) I bi d .
, p . 21 0 .

a6) I bi d .
, p . 2 2 2 .

的 Ibi d . , p . 21 0 .

晒 W o rl d B a n k C o u n tr y E c o n o m i c R e p o rt , Y u g o sl a vi a : D e v el op m e n t w ith

D e c e 7u T
･

al i z a ii o n
,
T h e J o h n s H o p ki n s U n i v e r sit y P r e s s , 1 9 75 , p . 2 1 6 . ; C . W .

N o]1 a r
,
op . cit .

, p p . 1 7 5
-

1 7 8 .

4 9) C . W . N oll a r
,
op . cl

'

t .
, P p . 1 85 - 1 8 7 .

Czo) I bi d .
, p . 1 9 6 .

但1) I bi d .
, p . 71 .

(2功 B r a n k o H o r v a t , op . ci t .
, p . 2 02 .

(23) J o s e p h T . B o r h b ell e s
,
E c o n o m i c D e v el op m e n t o f C o m m u n i st Y u g o sl a v i a 1 9 4 7 -

1 9 6 4 , T h e H o o v e r l n s tit u ti o n , S ta n f o rd , 1 9 6 8 , p p . 1 5 3
-

1 5 4

(24) B r a n k o H o r v a t , op . cii .
, p . 2 22 .

(29 J a m e s L a r r y W olf e n b a r g e r , I n v es t m e n t A ll o c a ti o n s- a n d F i n a n ci n g i n Y u BTO Sl a vi a

i n th e 1 9 6 0
'

s
,
P h . D . D i s s e rt a ti o n P r e s e n t e d t o th e U n i v e r si ty of T e n n e s s e e ,

1 9 7 4 , b y X e r o x U n i v e r si ty M i c r o fil m s , p . 7 4 .

626) C ･ W ･ N oll a r
.
･
o P ･ cii ･

･ p ･ 2 1 1 ･

(27) B r a n k o H o r v a t , o p . cit .
, p . 2 1 2 .

(28) C . W . N oll a r
,
o p . ci t .- , p . 1 1 5 . 社 会会計局に つ いて , 岩 田昌征氏は197 0 年の シ ン



1 3 8 高知論叢 欝16号

ポ ジ ウ ム で次 の よ うに 説明 して い る｡ ｢ どういうふ うに取引が行なわれ たか , そ の 決

済の 数字は み ん なそ こ を通す｣ ,
~
｢ だか らた と えば新聞記者が, ある企業の 会計状態を

知りた いときに, そ の 企業 に行 っ て 教え てくれないときに は, 社会会計局 に行 っ て ,

こ うだ とい う記事を書い て い ます｡ そ うい う意味で は , 流通 の , 金の 動き は ある意

味で , ガラ ス 張 りとい い ますか, 記帳 されち ゃ っ て い る わけで すね｡｣ 山崎 洋
･ 岩田

昌征 ･ 岸本重陳, シ ン ポジ ウ ム ｢ ユ
ー ゴ社会主義の 理念と現実｣ 『経済評論』, 1 9 7 0

年 6 月号, 1 2 8 ペ
ー

ジ o

(29) J . L . W o lf e n b a rg e r , o p .. cii . , p p . 75
- 7 7 .

(30) Ib id " p p . 7 7 - 7 8 .

(8t) B r a n k o H o r v a t
,
op . c it

.
, p p . 2 2 1

-

2 2 3 .

(32) J . L . W olf e n b a rg e r , o p . cii . , p . 8 3 ,

(33) I bi d .
, p . 8 4 .

(34) Ib id . , p . 8 5 .

(35) T h e E c o n o m i c R ef o r m i n Y u g o sl a v i a , S o ci ali s t T h o u g h t a n d P r a c ti c e , B el g r a d e ,

1 9 6 5 , p p . 6 6
-

8 9 .

(86) I . L . W olf e n b a r g e r , o p . cit .
, p . 1 5 5 .

67) 1 9 6 6
-

7 0 年の 計画期, 低開発地域開発促進 フ ォ ン ドか ら, 指定 された底開発地域 に

お ける投資銀行 へ 再貸付す るた め, 投資信用の 形態 で , ユ - ゴ の 社会的生産物 の1 . 8 5

% に等 しい資金が移転 した ｡
Iy u g o 5l a vi a : D e v el op m e n t w ith D e c e n i r ali R: a ti o n ,

p . 2 3 ･ こ の 割合 は197 0 - 7 5 年 には1 ･ 9 4 % に , 1 9 7 6 丁8 0 年に は 1 ･ 9 7 % に 高め られた.

F r e d Si n g l e t o n a n d- B e r n a r d C a rt e
r
,
T h e E c o n o m y of Y u g o sl a vi a , S t . M a r ti n

'

s

P r e s s
,
N e w Y o r k

, 1 9 8 2 . p . 2 60 .

(88) J . L . W olf e n b a r g e r , o p . cit .
, p p . 1 5 5

- 1 5 6 .

(39) I bid .
, p p . 1 5 6

-

1 5 7 .

(40) I bi d . , p . 1 5 8 .

(4カ I bid .
, p p . 1 5 8

-

1 5 9 .

(49･ I bi d . , p . 1 6 0 .

(43) I bid .
, p p . 1 5 9

-

1 6 0 .

(44) I bid .
, p . 1 6 7 .

(45) C . W . N oll a r
,
o P .
cii

.
, p p . 2 5 7--2 5 9 .

(46) B r a n k o H o r v a t , o P . cii .
, p . 21 7 .

(4匂 J . L . W olf e n b a r g e r , op .
cii .

, p . 1 5 9 .

(48)
.
B r a n k o H o r v a t

,
o P . cii . , p . 2 2 3 .

(49) M ･ コ
ー ラ ッ チ著 / 山崎洋訳 『自主管理 の政治経済学

-

生産 と分配
- .

』 日本評

論社, 1 9 8 2 年 , 1 1 1 ペ
- ジ .

(50) Y u g o sl a v i a : D e v el op m e n t w ith
D e c e n t r ali R:a ti o n

, p . 23 5 .
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B A N K E U J U G O S L A V I JI

"

,
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,
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, 1 4 3 4 , 2 4 , S e p
-

t e m b a r 1 9 7 9 , s t r . 2
- 3 .

(52) F i n a n ci a l I n sii t; li o n s i n Y u g o sl a vi a , J u g o sl o v e n s k i p r e gl e d , B el g r a d e , 1 9 7 7 ,

p . 5 3 .

(53) I bi d .
, p . 6 9 .

(54) D u蓋a n v l a tk o v i e
,
n a y . d el o .

,
st r . 4 - 5 . _

(55) P e t a r K o s tie
,
F i n a n si s k i S i st e m S F R J

,

"

B A N K E U J U G O S L A V I JI
"

,
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-

9 6 ･

(57)
"

B A N K E U J U G O S L A V I J I
"

,
st r . 3 4 .

(58) O s n o v e i U d r u z
y

e n e B a n k e u 1 9 7 8 . g o d i n i ,
"

B A N K E U J U G O S L A V I JI
"

,

s tr . 2 8

(59) D u s
v

a n V l a tk o vi C
,
n a v . d el o s tr . 4 .

(60) F l
'

n a n ci a l I n sti tu ii o
7
zS i ,ヱ Y u g o sl a v i a ･ p p ･ 6 ト 6 8 ･

(61) D u s
y

a n V l a tk o v ie
,
n a y . d el o

,
st r . 5 .

(62) I s to .
,
st r . 5 .

(63) 以下 の 叙述は, K s e n te B o g o e v , F u n k cij e N a r o d n e B a n k s J u g o sl a v ij e ,
"

B A N K E

u J U G O S L A V I J I
"

,
st r . 1 0 - 1 3 . Fi n a ci a l I n s iii u ii o n s i n Y u gTO Sl a vi a , p p ･ 36

-

44 1

に よる ｡

(64) ユ ー ゴ は G A T T , I M F , 世界銀行 な ど に 加盟 して い る｡ なお, 1 9 79 年10 月 に

は
,
I M F と世界銀行 の 年次総会が ベ オ グラ

ー

ドで 開催 された.
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章 に簡単な説明がある｡ あわせ て参照 された い ｡




